
地域戦略室 

政策課 

 

１  組 織 、 管 理 事 務 等 の 改 正 （ 平 成 30年 度 改 正 分 ）  

平 成 30 年 度 の 組 織 改 正 に つ い て は 、現 市 政 の 折 り 返 し 点 を 経 過 し た こ と や 、

「 第 ４ 次 三 田 市 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 」 の ス タ ー ト か ら ２ 年 目 と な る こ と か

ら 、 「 成 長 か ら 成 熟 す る ま ち 」 へ の 転 換 を 見 据 え た 行 財 政 構 造 改 革 の 着 実 な

推 進 と 、 重 点 施 策 の 確 実 な 進 捗 管 理 を 主 眼 に お い て 見 直 し た 。  

(1) 公共施設マネジメント推進体制の確立  

「 三 田 市 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 推 進 に 向 け た 基 本 方 針 」に 基 づ い た 施 設 マ

ネ ジ メ ン ト を 市 民 と の 対 話・協 働 の も と で 着 実 に 推 進 す る た め に 、経 営 管 理

部 財 務 室 に 「 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 推 進 課 」 を 新 設 し た 。  

(2) 歳 入 確 保 体 制 の 強 化  

経 営 管 理 部 に 、 税 務 と 収 納 対 策 を 所 管 さ せ る 「 歳 入 推 進 室 」 を 新 設 し た 。 

(3) 里 山 の 保 全 と 活 用 の 推 進  

本 市 の 地 域 資 源 で あ る 里 山 の 保 全 と 活 用 を 推 進 す る た め に 、市 民 生 活 部 環

境 共 生 室 に 「 里 山 の ま ち づ く り 課 」 を 新 設 し た 。  

(4) 高 齢 者 施 策 の 総 合 的 な 推 進  

高 齢 者 概 念 の 見 直 し を 踏 ま え つ つ 、社 会 で の 活 躍 推 進 と 介 護 保 険 を 除 く 高

齢 者 福 祉 を 総 合 的 に 推 進 す る た め に 健 康 福 祉 部 保 健 推 進 室 に「 い き い き 高 齢

者 支 援 課 」 を 新 設 し た 。  

(5) 実 績 を 踏 ま え た 事 務 分 掌 の 見 直 し  

ア  市 民 生 活 部 市 民 協 働 室「 多 世 代 活 躍 支 援 課 」を 廃 止 し 、社 会 教 育 施 策 を

協 働 推 進 課・文 化 ス ポ ー ツ 課・健 や か 育 成 課 、若 者 施 策 を ま ち の ブ ラ ン ド

創 造 課 、 高 齢 者 施 策 を い き い き 高 齢 者 支 援 課 へ 移 管 し た 。  

イ  健 康 福 祉 部 福 祉 推 進 室「 地 域 福 祉 医 療 推 進 課 」を 廃 止 し 、三 田 安 心 ケ ア

シ ス テ ム を い き い き 高 齢 者 支 援 課 へ 、そ の 他 業 務 を 福 祉 総 務 課 及 び 健 康 増

進 課 へ 移 管 し た 。  

(6) 課 題 の 「 見 え る 化 」 や 対 応 力 を 強 化 す る た め の 組 織 体 制 の 見 直 し  

ア  ブ ラ ン ド 創 造 戦 略 へ の 対 応 を 強 化 す る た め に 、地 域 戦 略 室 ま ち の ブ ラ ン

ド 創 造 課 に 「 ブ ラ ン ド 企 画 係 」 を 新 設 し た 。  

イ  死 去 に 伴 う 諸 手 続 き を 一 元 化 す る た め に 市 民 生 活 部 市 民 文 化 室 市 民 課

に 「 お く や み コ ー ナ ー 担 当 」 を 置 き 、 ７ 月 か ら サ ー ビ ス を 開 始 す る 。  

ウ  地 域 担 当 制 の 強 化 を 図 る た め 、市 民 生 活 部 市 民 協 働 室 協 働 推 進 課 の 地 域

担 当 と 市 民 セ ン タ ー 等 の 管 理 業 務 を 分 離 す る と と も に 、庁 内 横 断 的 な 支 援

体 制 を 構 築 し た 。  

エ  健 康 福 祉 部 福 祉 推 進 室 福 祉 総 務 課 に「 生 活 支 援 係 」を 置 き 、生 活 困 窮 対

応 の 強 化 と 窓 口 の 明 確 化 を 図 っ た 。  

オ  里 山 景 観 と 古 民 家 等 を 活 用 し た 地 場 産 レ ス ト ラ ン 群 形 成 を 推 進 す る た

め 、地 域 振 興 部 都 市 政 策 室 ま ち の 再 生 課 に「 美 食 の ま ち 推 進 係 」を 新 設 し
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た 。  

カ  効 率 的 で 柔 軟 性 の あ る 組 織 体 制 と す る た め に 次 の ２ 課 を ス タ ッ フ 制 と

し た 。  

(ｱ) 市 民 生 活 部 市 民 文 化 室 文 化 ス ポ ー ツ 課  

(ｲ) 健 康 福 祉 部 福 祉 推 進 室 障 害 福 祉 課  

 

２  庁 議  

(1) マ ネ ジ メ ン ト 会 議  

施 策 推 進 に 係 る 重 要 懸 案 事 項 に つ い て の 方 針 決 定 （開催47回、議題 182件） 

(2) 政策調整会議 

各庁議に付議すべき事項について事前整理（開催１回、議題１件） 

(3) 経 営 会 議  

市 政 推 進 方 針 の 最 高 決 定 機 関 （開催22回、議題 274件）  

(4) 総 合 調 整 会 議 ・ 地 域 担 当 会 議  

全 庁 的 な 調 整 が 必 要 な 事 項 に つ い て 具 体 的 な 検 討 を 実 施（ 開 催 ６ 回 、議 題

23件 ）  

 

３ まちづくり基本条例の具体化の取り組み  

(1 )  ま ち づ く り 基 本 条 例 の 検 証  

三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 は 、平 成 29年 ７ 月 １ 日 を も っ て 施 行 後 ５ 年 を 経

過 す る た め 、 同 条 例 の 施 行 状 況 等 に つ い て 検 証 を 実 施 し た 。  

ア 検証の手続  

(ｱ )  市 に よ る 内 部 検 証  

市 に お い て 、三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 の 施 行 状 況 を 調 査 し 、そ の 結

果 を 三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 検 証 報 告 書 と し て 取 り ま と め た 。  

(ｲ) 三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 検 証 委 員 会 に よ る 外 部 検 証  

市 が 取 り ま と め た 三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 検 証 報 告 書 の 内 容 を 審

議 し た 。  

イ  検 証 結 果  

三 田 市 ま ち づ く り 基 本 条 例 検 証 委 員 会 か ら「 概 ね 適 正 に 運 用 さ れ て お り 、

今 回 の 検 証 を も っ て 速 や か に 条 例 を 改 正 す る 必 要 性 は な い と 判 断 す る 。 」

と の 答 申 を 得 た 。  
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(2 )  三 田 市 市 政 へ の 市 民 参 加 条 例 の 運 用 状 況  

ア 市民意見を聴く手続の実施状況  

対象事項（７条） 市民意見を聴く手続（８条） 

(ｱ) 市の憲章、宣言等 

(ｲ) 市の総合計画その他市政における基本的な事項

を定める計画等 

(ｳ) 市政における基本的な事項を定める条例 

(ｴ) 義務を課し、又は権利を制限することを内容と

する条例 

(ｵ) 上記に掲げるもののほか、市民の生活に重大な

影響を及ぼすおそれがあると市長等が認める制

度、事業等 

ア 附属機関（公募・名簿

委員の割合が３割以上） 

イ  パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

（30 日以上） 

ウ 意向調査 

エ ワークショップ 

オ 公聴会 

カ 意見交換会 

キ その他の手続 

＜上記の例外＞ 

・市税の賦課徴収その他金銭の徴収に関するもの 

・市長等の裁量の余地がないもの 

・市長等の機関内部の事務処理に関するもの 

・関係法令の改正に伴う規定の整備その他軽易なも

の 

・緊急に行わなければならないもの 

 

【運用状況】  

 三田市地域公共交通

網形成計画 

公共施設マネジメント推進に 

向けた基本方針 

第５次三田市 

男女共同参画計画 

種別 基本的な計画等 基本的な計画等 基本的な計画等 

区分 新規 新規 改正 

作業期間 平成 29～30 年度 平成 29～30 年度 平成 28～29 年度 

計画期間等 平成 31～36 年度 平成 30～39 年度 平成 30～34 年度 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント※  

ワークショップ 

アンケート 

 

パブリックコメント 

公共施設タウンミーティング 

附属機関 

パブリックコメント 

市民意識調査 

※予定  
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 第２次三田市スポーツ 

推進基本計画 

人権施策基本方針 第３次三田市環境 

基本計画 

種別 基本的な計画等 基本的な計画等 基本的な計画等 

区分 改正 改正 改正 

作業期間 平成 28～29 年度 平成 29～30 年度 平成 28～29 年度 

計画期間等 平成 30～34 年度 － 平成 30～34 年度 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント 

アンケート 

 

パブリックコメント※  

意見聴取会※ 

附属機関 

パブリックコメント 

アンケート 

※予定  

 

 三田市一般廃棄物 

処理基本計画 

第５次三田市障害者福祉基本 

計画・第５期障害福祉計画 

・第 1 期障害児福祉計画 

第７期三田市高齢者 

保健福祉計画・ 

介護保険事業計画 

種別 基本的な計画等 基本的な計画等 基本的な計画等 

区分 改正 改正・新規 改正 

作業期間 平成 29～30 年度 平成 28～29 年度 平成 28～29 年度 

計画期間等 平成 30～39 年度 平成 30～35 年度 平成 30～32 年度 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント※ 

アンケート 

 

パブリックコメント 

アンケート 

 

パブリックコメント 

ニーズ調査 

※予定  

 

 第２次健康さんだ 

21 計画 

三田市食育推進計画 三田市市街地周辺景観計画 

及び山並み・田園景観計画 

種別 基本的な計画等 基本的な計画等 基本的な計画等 

区分 改正 改正 新規 

作業期間 平成 29～30 年度 平成 29 年度 平成 28～29 年度 

計画期間等 平成 26～34 年度 平成 25～34 度 － 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント※ 

アンケート 

 

パブリックコメント 

アンケート 

 

パブリックコメント 

アンケート 

意見交換会 

※予定  
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 三田市空家等対策計画 三田市立学校のあり

方に関する基本方針 

三田市上下水道事業

経営戦略 

種別 基本的な計画等 基本的な計画等 基本的な計画等 

区分 新規 新規 新規 

作業期間 平成 28～29 年度 平成 29～30 年度 平成 29～30 年度 

計画期間等 平成 30～34 年度 － 平成 31～40 年度 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント 

アンケート 

附属機関 

パブリックコメント※  

意見交換会※ 

 

パブリックコメント※ 

懇話会 

※予定  

 

 三田市下水道ビジョン 障害を理由とする差別をなくし 

すべての人が共に生きるまち条例 

種別 基本的な計画等 基本的な条例 

区分 新規 制定 

作業期間 平成 28～29 年度 平成 28～29 年度 

計画期間等 平成 30～39 年度 － 

市民意見を

聴く手続 

 

パブリックコメント 

市民意識調査 

附属機関 

パブリックコメント 

意見聴取会 

イ 市政参加市民名簿の登録状況と活用実績 

＜名簿登録状況＞ 

発送数 
登録申し込み者数 名簿登載期間 

(条例上２年以内) 総数 男 女 備考 

H28 年度 3,000 294 151 143 H28 年 8 月時点 H30 年７月末まで 

H29 年度 3,000 319 192 127 H29 年 8 月時点 H31 年７月末まで 

計 613 343 270 

【市政参加市民名簿活用状況】 

附属機関等に選任    23 人 

アンケート       ０人 

計           23 人 

ウ まちづくり提案 

０件 

(2) 三 田 市 行 政 評 価 条 例 の 運 用 状 況  

ア  対 象  

第 ４ 次 三 田 市 総 合 計 画 に お け る 基 本 計 画 に 規 定 す る 施 策 （ 30施 策 ）  

イ  手 法  

(ｱ) 市 の 実 施 機 関 に よ る 内 部 評 価 （ 全 30施 策 ）  

(ｲ) パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト （ 全 30施 策 ）  ※ 意 見 ０ 件  
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(ｳ )  行 政 評 価 委 員 会 （ 附 属 機 関 ） に よ る 外 部 評 価  

施 策 評 価 （ ５ 施 策 ）  

① ２ － ６ 「 高 齢 者 の 生 き が い づ く り 」  

② ２ － １ ６ 「 乳 幼 児 期 の 子 育 て 」  

③ ２ － ２ ２ 「 多 様 な 交 流 観 光 の 創 出 」  

④ ２ － ２ ５ 「 農 業 振 興 」  

⑤ ４ － １ 「 チ ー ム 三 田 」  

(ｴ) 内 部 評 価 の 見 直 し ・ 確 定  

 

５  広 域 行 政  

「 神 戸 隣 接 市 ・ 町 長 懇 話 会 （ 幹 事 会 ３ 回 、 懇 話 会 １ 回 ） 」 、 「 阪 神 北 企 画

連 絡 会 （ 開 催 １ 回 ） 」 等 の 広 域 組 織 に お い て 、 各 行 政 施 策 の 広 域 的 課 題 に つ

い て 協 議 等 を 行 っ た 。  

 

６  市 民 意 識 調 査 の 実 施  

( 1 )  目 的  

市 民 生 活 の 基 本 的 な 意 識 を 把 握 し 、 政 策 形 成 、 施 策 運 営 の 基 礎 資 料 と

す る 。  

( 2 )  調 査 の 内 容  

ア  調査対象 

市 内 に 在 住 す る 満 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 ３ ， ０ ０ ０ 人  

イ  抽出方法 

住 民 基 本 台 帳 か ら 年 齢 別 地 域 別 層 化 系 統 抽 出  

ウ  配付方法 

郵 送  

エ  回収方法 

郵 送 （ イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 回 答 も 可 ）  

オ  調査時期 

平 成 29年 ７ 月 24日 ～ ８ 月 14日  

カ  項 目 別 調 査  

「 ご み の 収 集 、資 源 化・減 量 化 に つ い て 」、「 三 田 駅 周 辺 の 市 街 地 に お

け る 魅 力 に つ い て 」、「 ブ ラ ン ド 創 り に つ い て 」、「 総 合 計 画 の 取 り 組 み に

つ い て 」  

キ  調査結果 

( ｱ )  設 問 数  

全 39問  

( ｲ )  標 本 数  

2 , 9 9 3件  

( ｳ )  有 効 回 収 数  

1 , 3 9 6件 （ 46 . 6％ ）  ※郵送1,199件、インターネット197件 
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秘 書 広 報 課 
 

１ 市長、副市長の秘書 

(1) 市長、副市長の日程調整及び随行 

(2) 市公式ホームページ「市長のページ」への日程、メッセージ等の掲載 

 

２ 渉外及び交際 

(1) 三田市議員待遇者 

三田市議会議員待遇者規則により、２期８年（通算）以上議員経験のある者に対し

議員待遇者き章を贈呈し、規則に定める待遇を行う。 三田市議員待遇者数１９名 

 

(2) 交際費（平成２９年度執行状況） 

内  訳 件  数 金  額 

弔 慰 １３ 件  １３１，９６０ 円  

慶    祝 ３ 件  ２０，０００ 円  

贈答・記念品 ８ 件  ３１，７７８ 円  

会 費 ２９ 件  １８３，０００円  

計 ５３ 件  ３６６，７３８ 円  

 

３ 市の儀式、叙勲、褒章及び表彰 

(1) 市制記念式典 

毎年７月１日の市制施行記念日に記念式典を開催し、あわせて三田市表彰の贈呈式

を行っている。平成２９年度は、県議会議員などの来賓、平成２９年度三田市表彰受

賞者、平成２８年度同受賞者、区長・自治会長、市議会議員及び市議会議員待遇者等

を招き、市制施行５９周年記念式典を挙行した。 

ア 式典日時   平成２９年７月１日(土)１３：３０～１４：３０ 

イ 式典会場   まちづくり協働センター（多目的ホール） 

ウ 参加者数   約１５０人（一般参加者約１３０人、市関係者約２０人） 

 

(2) 栄典（叙位、叙勲及び褒章） 

地方自治功労に係る受章候補者の上申（春秋叙勲、死亡叙勲ほか）等を行う。 

ア 叙勲・叙位 

(ｱ) 春秋叙勲 １件（大月 勝） 

(ｲ) 叙位   なし 

イ 褒章     なし 

 

(3) 三田市表彰 

三田市表彰規則に基づき、三田市表彰選考会を経て受賞者を決定し、表彰状及び副

賞を授与する。表彰選考会：平成２９年５月２２（月）午後２時～（市長公室） 
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平成２９度三田市表彰受賞者（敬称略） 

表 彰 功  労 個  人 団  体 

三 田 市 さ つ き 賞 

自 治 中谷  守  

社 会 福 祉 青山 昌彦  

社 会 福 祉 久後 明子  

産 業 故 大西 良明  

産 業 平野 勝夫  

文 化 的場 明美  

三田市スポーツ賞 
松田 志保  

安田 帆孝  

 

４ 市長会及び副市長会 

  平成２９年度に市長及び副市長等が出席した主な会議 

 

(1) 全国市長会／総会：年１回、全国都市問題会議：年１回（公務のため欠席） 

６月６・７日  第８７回全国市長会議(通常総会) 

（東京都・ホテルニューオータニ） 

１１月９・１０日 第７９回全国都市問題会議（沖縄県・沖縄県立武道館） 

 

(2) 兵庫県市長会／総会：年２回（第２回総会は副市長が代理出席） 

４月２８日 第１回総会（神戸市・相楽園会館） 

１０月３日 第２回総会（淡路市・兵庫県立淡路夢舞台国際会議場） 

 

(3) 阪神・丹波市長会／年１回 

１０月１１日 阪神・丹波市長会（宝塚市・鉄斎美術館） 

 

(4) 兵庫県副市長会／年２回 

４月１８日 第１回副市長会（宍粟市・宍粟防災センター） 

８月２３日 第２回副市長会（神戸市・相楽園会館） 

 

(5) 阪神・丹波副市長会／年２回 

８月２日 第１回副市長会（宝塚市・宝塚ホテル、宝塚市立手塚治虫記念館） 

２月８日 第２回副市長会（宝塚市・宝塚北サービスエリア、宝塚市役所） 

 

(6)  県･市町懇話会：年２回 

４月１０日 第１回県・市町懇話会（神戸市・県公館） 

１月１９日 第２回県・市町懇話会（神戸市・県公館） 
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５ 名誉市民 

三田市名誉市民条例に基づき、公共の福祉の増進他の功績が卓絶する者に対して、議

会の同意を得て市長が決定し贈る称号である。三田市名誉市民証及び三田市名誉市民章

をあわせて贈呈する。また、市長は特に親善その他の目的で市の賓客として来訪した者

に対し、三田市特別名誉市民の称号を贈ることができる。三田市特別名誉市民証及び記

念品をあわせて贈呈する。 

(1) 三田市名誉市民     受章なし 

 

(2) 三田市特別名誉市民   受章なし  

 

(3) 過去の受章者 

称 号 年 度 受 章 者 

特別名誉市民 平成１１ 

コリーン・カイム氏 （オーストラリア・ブルーマウン

テンズ市） 

ジェリー・ウィリアムズ氏（アメリカ合衆国・キティ

タス郡） 

宋奉奎氏 （大韓民国・北済州郡、現済州市） 

 

 

６  広 報 紙 「 伸 び ゆ く 三 田 」 の 発 行 （ H29.4. 15号 ～ H30.4 . 1号 ）  

(1) 発 行 状 況  

ア  発 行 日 ： 毎 月 １ ・ １ ５ 日 の 定 期 発 行 （ 年 間 ２ ４ 回 ）  

イ  内 訳 ：  ８ ペ ー ジ （ 全 頁 カ ラ ー  ２ １ 回 ）   

           １ ２ ペ ー ジ （ 全 頁 カ ラ ー  ３ 回 ）  

ウ  発 行 部 数 ： ４ ８ ， ０ ０ ０ 部 （ H30.3現 在 ）  

エ  全 戸 配 布 数 ： ４ ６ ， ０ ０ ４ 部 （ H30.3現 在 ）  

※ 配 布 に つ い て は 、 三 田 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー へ の 宅 配 委 託 事 業 で

平 成 ２ ５ 年 度 か ら 実 施  

(2)  そ の 他 の 媒 体 を 使 っ た 広 報 紙 の 配 布  

ア  市 ホ ー ム ペ ー ジ ： 広 報 紙 を 掲 載 （ Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル ）  

イ  声 の 広 報 ： 朗 読 ボ ラ ン テ ィ ア 「 と も し び 」 に よ り 、 毎 号 の 内 容 を カ セ

ッ ト テ ー プ ・ CDに 吹 き 込 み 、 視 覚 障 害 者 へ 声 の 広 報 と し て

届 け て い る 。  

(3) 広 報 モ ニ タ ー 制 度 の 活 用  

ア  人 数 ： 公 募 の 市 民 ５ 名 （ H30.3現 在 ）  

イ  モ ニ タ ー ： 月 ２ 回 モ ニ タ ー カ ー ド 提 出  

ウ  内 容：市 政 や 広 報 紙 に 対 す る 意 見 、提 言 な ど を 求 め 、紙 面 づ く り に 役 立

て る  
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７  ミ ン ト ビ ジ ョ ン （ 神 戸 市 中 央 区 ） を 活 用 し た 広 報  

  平 成 ２ ０ 年 ６ 月 か ら 神 戸 新 聞 社 が 周 辺 自 治 体 に 開 放 し て い る 大 型 ビ ジ ョ

ン を 活 用 し 、 観 光 イ ベ ン ト や 特 産 物 、 三 田 の 魅 力 な ど を 映 像 と 文 字 情 報 で

発 信 （ ４ 月 ～ ９ 月 ）  

(1) 放 映 場 所 ： ミ ン ト 神 戸 、 神 戸 空 港 （ ２ ケ 所 ） 、 さ ん ち か （ ラ ジ オ 関 西 サ

テ ラ イ ト ス タ ジ オ ）  

(2) 放 映 回 数 ： １ 日 ３ 回 毎 日 放 映 （ ３ 分 ／ 回 ）  

 

 

８  コ ミ ュ ニ テ ィ Ｆ Ｍ ラ ジ オ を 活 用 し た 広 報  

(1)   広 報 番 組  

ア  「 モ リ モ リ Ｓ Ａ Ｎ Ｄ Ａ 」  

（ 第 １ 水 曜 の １ ８ 時 ～ １ ８ 時 ２ ０ 分 と 同 週 土 曜 の １ ０ 時 ～ １ ０ 時 ２ ０

分 再 放 送 ）  

 森 哲 男 市 長 が 出 演 し 、 市 政 に つ い て 分 か り や す く お 伝 え す る 広 報 番 組 。

ま ち づ く り に 関 わ る 人 々 と の 対 談 も 実 施  

イ  「 わ が ま ち ☆ イ チ オ シ 情 報 」  

（ 第 ３ 土 曜 の １ ０ 時 ～ １ ０ 時 ２ ０ 分 と 翌 日 曜 の ９ 時 ～ ９ 時 ２ ０ 分 再 放

送 ）  

 ま ち づ く り に 関 す る 「 イ チ オ シ 情 報 」 を 分 か り や す く 話 す 広 報 番 組  

ウ  「 さ ん だ  学 び ・ 子 育 て 情 報 局 」（ 第 １ ・ ３ 月 曜 の １ ２ 時 ～ １ ２ 時 １ ０

分 ）  

 市 職 員 が 、 子 育 て や 教 育 に 関 す る 情 報 を 分 か り や す く 話 す 広 報 番 組  

 エ  「 三 田 歴 史 通 信 」  

   （ 第 １ 木 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ２ ０ 分 ）  

市 職 員 が 、三 田 市 の 歴 史 の こ ぼ れ 話・郷 土 学 習 に 関 す る 取 り 組 み や サ ー

ビ ス な ど に つ い て 分 か り や す く お 伝 え す る 広 報 番 組  

 オ  「 ス マ イ ル 人 権 」  

  （ 第 ２ 木 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ２ ０ 分 ）  

人 権 に 関 す る イ ベ ン ト や 啓 発 講 座 な ど 、自 己 啓 発 の た め の 情 報 を お 届 け

す る 広 報 番 組  

 カ  「 校 区 す み か ら す み ま で ！ 」  

  （ 第 １ ・ ３ ・ ５ 土 曜 の １ ０ 時 ４ ５ 分 ～ １ ０ 時 ５ ０ 分 、 翌 日 曜 の １ ９ 時 か

ら １ ９ 時 ５ 分 と 翌 月 曜 １ ２ 時 ４ ５ 分 ～ １ ２ 時 ５ ０ 分 再 放 送 ）  

三 田 市 内 に あ る 全 小 学 校（ 20校 ）の 児 童 が 、学 校 や 校 区 の こ と を 生 放 送

で 紹 介 す る 広 報 番 組  

 キ  「 賢 い 消 費 者 に な り ま し ょ う 」  

  （ 第 ３ 月 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ３ ０ 分 ）  

消 費 生 活 セ ン タ ー の 相 談 員 や 市 職 員 が 、消 費 生 活 に 関 す る 話 題 を 解 説 す
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る 広 報 番 組  

 ク  「 ま ち づ く り は 地 域 か ら 」  

  （ 第 ３ 火 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ２ ５ 分 ）  

地 域 で 活 動 さ れ て い る 市 民 の 方 や 市 職 員 が 、協 働 に よ る 魅 力 あ る 地 域 づ

く り を 進 め る た め 、 地 域 の 特 色 あ る 取 り 組 み な ど を 紹 介 す る 広 報 番 組  

 ケ  「 キ ッ ピ ー 山 の ラ ボ  と っ て お き ！ つ よ し 君 情 報 」  

  （ 第 ３ 水 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ２ ０ 分 ）  

有 馬 富 士 自 然 学 習 セ ン タ ー の コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー が 、有 馬 富 士 公 園 の 自 然

や い き も の の 見 ど こ ろ 、そ の 他 と っ て お き の 情 報 を お 届 け す る 広 報 番 組  

 コ  「 い き い き 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 情 報 局 」  

  （ 第 ３ 木 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ２ ０ 分 ）  

さ ん だ 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ の 活 動 紹 介 や 、い き い き と 活 動 さ れ て い る 学 生

の 皆 さ ん の 様 子 を お 届 け す る 広 報 番 組  

 サ  「 こ ち ら 三 田 市 消 防 本 部 」  

  （ 第 ４ 木 曜 の １ ５ 時 １ ０ 分 ～ １ ５ 時 ３ ０ 分 ）  

消 防 本 部 職 員 が 、日 常 の 火 災 予 防 や 応 急 手 当 の 基 礎 知 識 な ど の ほ か 、消

防 本 部 の 取 り 組 み に つ い て お 伝 え す る 広 報 番 組  

 シ  「 さ ん だ 観 光 イ チ オ シ 情 報 」  

  （ 第 ４ 木 曜 の １ ６ 時 ５ 分 ～ １ ６ 時 １ ５ 分 ）  

三 田 市 観 光 専 門 員 が 、自 分 で 歩 い て 、見 て 、聞 い た 、と っ て お き の 情 報

を 選 り す ぐ っ て お 伝 え す る 広 報 番 組  

 ス  「 備 え あ れ ば 憂 い な し 」  

（ ６ 月 ・ ８ 月 ・ ９ 月 ・ １ 月 の 第 ２ 木 曜 の １ ６ 時 ５ 分 ～ １ ６ 時 ２ ５ 分 、 同

月 内 に 再 放 送 有 り ）  

地 震 や 台 風 な ど の 災 害 に 対 し て 、日 頃 の 備 え や 対 策 な ど の ポ イ ン ト の 紹

介 や 、 市 が 行 う 防 災 施 策 に つ い て お 伝 え す る 広 報 番 組  

(2)   広 報 Ｃ Ｍ  

    「 三 田 シ テ ィ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン Ｃ Ｍ 」  

（ 毎 日 １ 回 １ ６ 時 頃 放 送 ）  

２ ０ 秒 間 の ス ポ ッ ト 告 知 Ｃ Ｍ を 放 送 し 、市 政 情 報 や シ テ ィ セ ー ル ス 推 進

を 目 的 と し た 情 報 を 発 信  

（ 月 別 に １ ２ 種 類 ）  

 

 

９  ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 活 用 し た 広 報  

(1) 「 ホ ー ム ペ ー ジ 」  

三 田 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ お よ び 携 帯 サ イ ト か ら 、最 新 情 報 を 分 か り や す

く 発 信 、三 田 市 の 魅 力 を 市 内 外 に 向 け て Ｐ Ｒ 。主 に 小 学 生 を 対 象 と し た「 さ

ん だ キ ッ ズ ペ ー ジ 」 に お い て も 情 報 を 発 信 。  

ア  ア ク セ ス 数 ： ５ ，７ ２ ５ ，０ ５ １ 件（ 年 間 ）、４ ７ ７ ，０ ８ ８ 件（ 月 平
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均 ）  

(2) 「 フ ェ イ ス ブ ッ ク 」  

平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 か ら 市 公 式 Facebo okペ ー ジ を 開 設 。 市 ホ ー ム ペ ー ジ の  

補 完 的 位 置 付 け と し 、イ ベ ン ト 情 報 や 動 画 な ど 、交 流 促 進 に つ な が る 魅 力

あ る 情 報 を 発 信 し て い る 。 災 害 時 な ど は 、 緊 急 情 報 な ど も 発 信 す る 。  

 

 

１ ０  広 報 掲 示 板 を 活 用 し た 広 報  

公 共 施 設 や 公 園 、 主 要 各 駅 タ ー ミ ナ ル に 設 置 し た 広 報 掲 示 板 （ ３ ３ カ 所 ）

に 、 市 の イ ベ ン ト や 啓 発 ポ ス タ ー な ど を 掲 示 し て い る 。  

(1) 貼 付 ポ ス タ ー ： 年 間 １ ２ 種 類  

 

 

１ １  新 聞 や テ レ ビ ・ ラ ジ オ な ど を 通 し て の 広 報  

(1) 市 長 記 者 会 見 （ ２ １ 回 ） 、 記 者 発 表  

(2) 週 間 行 事 予 定 表 の 配 布  

(3) 市 政 記 者 ク ラ ブ 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ の 取 材 協 力  

 

 

１ ２  そ の 他 の 広 報  

(1) ニ ュ ー ス ダ イ ジ ェ ス ト の 作 成  

 

１ ３  案 内 地 図 「 わ が ま ち さ ん だ 」 の 配 布  

歴 史 、 三 田 八 景 、 公 共 施 設 、 歳 時 記 等 を 掲 載 し た 市 内 案 内 用 地 図  

(1) 発 行 部 数 ： ２ ０ ， ０ ０ ０ 部  

(2) 活 用 ： 転 入 者 に 配 布 、公 共 施 設 の 窓 口 で 希 望 者 に 配 布 、各 市 視 察 ・ 会 議

等 で 配 布  

 

 

１ ４  「 三 田 市 暮 ら し の ガ イ ド ブ ッ ク 」 の 発 行  

市 民 の 日 常 生 活 に お け る 利 便 性 の 向 上 に つ な げ る こ と を 目 的 に 、市 の 各

種 手 続 き な ど の 行 政 情 報 や 、 防 災 ・ 生 活 ・ 観 光 情 報 な ど を １ 冊 に ま と め

て 、 公 民 協 働 事 業 に よ り 作 成 し た 冊 子 を 、 転 入 者 や 希 望 者 に 公 共 施 設 の

窓 口 で 配 布 し た 。  

(1) 発 行 部 数 ： ５ ２ ， ０ ０ ０ 部  

(2) 活 用 ： 市 内 全 戸 お よ び 全 事 業 者 に 配 布  

 

 

１ ５  市 政 刊 行 物 の 発 行 状 況 の 把 握  

市 政 刊 行 物 の 発 行 状 況 等 を 把 握 す る た め 登 録 番 号 を 付 し 、効 果 的 な 広 報 の
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推 進 を 図 る 。  

(1)登 録 件 数 ： １ ６ ２ 件  

(2)登 録 内 容 ： 書 籍 １ ４ 件 、 小 冊 子 ３ ３ 件 、 チ ラ シ ３ ６ 件 、 リ ー フ レ ッ ト ３ ７

件 、ポ ス タ ー ２ ４ 件 、地 図 類 ３ 件 、カ ー ド 類 ４ 件 、広 報 紙 １ １

件  

 

 

１ ６  市 政 出 前 講 座  

市 民 の 要 請 に よ り 市 職 員 が 出 向 き 、市 政 の し く み や 制 度 、手 続 き 、事 業 な

ど を わ か り や す く 説 明 し 意 見 交 換 を す る 中 で 、市 民 の 市 政 理 解 や 関 心 を 高 め 、

行 政 と 市 民 の 協 働 の ま ち づ く り を 推 進 す る 。  

 〔 事 業 概 要 〕  

ア  テ ー マ 数 ： ５ ５ 項 目  

イ  開 催 方 法：市 民 主 体 の 講 座 と し て 開 催 。市 民 が 各 講 座 の 担 当 課 に 申 し  

            込 み 、 調 整 の う え 開 催  

ウ  開 催 実 績 ： １ ３ ７ 回  ３ ， ７ ４ ４ 人 が 参 加  

エ  主 な 受 講 テ ー マ：ふ る さ と 三 田 の 歴 史 と 文 化 財 、消 費 者 ト ラ ブ ル の 現

状 と 対 策 、 防 災 「 い ざ と い う 時 に 備 え て 」 な ど  

オ  主 な 受 講 団 体 ： 高 齢 者 関 係 、地 縁 団 体 (自 治 会 、老 人 会 な ど )、福 祉 関

係 体 、 有 馬 高 校 定 時 制 課 程  な ど  
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まちのブランド創造課 

 

１ 産官学地域連携推進事業                    

高等教育機関や企業等が有する豊かな人的、知的、物的資源を地域社会の課題解決に

活かすため、市内外の大学、企業等と取り組みを進めた。 

(1)  関西学院大学 

   市民向け公開講座の開催など「連携協力に関する協定」に基づき、連携事業を実施

した。 

     ア オープンセミナーの共催：4 月 22 日（土）、5 月 27 日（土）、7 月 15 日（土）、

9月 30 日（土）、12 月 16 日（土） 

    イ その他、市との連携・協力事業 27 件 

(2)  湊川相野学園 

   市民向け公開講座の開催など「連携協力協定」に基づき、連携事業を実施した。 

    ア 市民大学開催：8月31日（木）、9月1日（金）、9月4日（月）、9月5日（火） 

    イ その他、市との連携・協力事業 20件 

(3) その他の連携協定 ＜締結先(連携事業件数)＞ 

    ・神戸医療福祉専門学校三田校（10件） 

    ・兵庫教育大学（10件） 

    ・神戸親和女子大学（6件） 

    ・池田泉州銀行 

    ・大塚製薬株式会社 

 

２ 学生のまち推進事業 

  市内外の学生が三田のまちに集い、学生の自由な発想に基づいた自主的な活動が活発

に行われる「学生のまち三田」を目指した事業を実施。 

  (1) 学生のまちづくりワークショップ 

    ・開 催 数 ： 6 回 

    ・参加学生数 ： 25 人（平成 30 年 3 月末日現在） 

  (2) 学生のまちづくり活動応援制度 

    ・採択団体 ： 4 団体（うち 1団体は中止） 

    ・助成金額 ： 170,000 円 

  (3) 学生の活動発表 

  ・学生のまちづくり活動中間報告会＆交流会 

    日  時 ： 平成29年11月4日 

    発表団体 ： 5団体 

  ・学生のまちづくりコンテスト＆交流会 
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    日  時 ： 平成30年3月11日 

    発表団体 ： 9団体 

 

３ シティセールスの推進 

 (1)  第１回三田ビール検定の実施 

  ア 第１回三田ビール検定 

    平成29年11月3日（金・祝）まちづくり協働センター、市役所 

受検者数223人、合格者数218人 

  イ 検定セミナー 

    第１回 平成29年7月1日（土） 三田の歴史文化とビール学 

              参加者数144人 

    第２回 平成29年8月5日（土） ビール飲み比べにチャレンジ 

        来場者数約1,000人、セミナー参加者数103人 

第３回 平成29年9月30日（土）、10月10日（火）三田城下町ウォーク＆

キリンビール神戸工場見学 参加者数111人 

 

 (2) シティセールスポータルサイト（さんだうぇるかむ）の運営 

 (3) サンタ×三田プロジェクト 

   「三田」と語感が類似する「サンタクロース」を魅力資源として活用し、

クリスマスにちなんだ企画の実施を通じて本市の魅力を発信することで、

「チーム三田」により①三田市に対する市民の愛着を高め、②市外のファ

ンを増やし、「知名度の向上」と「交流の促進」を図った。今年度から「チ

ーム三田」として、実行委員会形式でメインイベントの企画を行った。ま

た、本年度から市民から寄贈を受けたイルミネーションで風の広場の飾り

付けを行った。 

   平成29年12月1日（金）～12月25日（月） 

   ア オープニングセレモニー・点灯式   

12月1日（金）三田駅北側ロータリー・ペデストリアンデッキ 

   イ メインイベント  

12月23日（土）ＳＡＮＴＡバス、ＳＡＮＴＡ ＣＩＴＹ風の広場 

(4) 川本幸民PRイベント 

三田ビール検定の開催にあわせ、川本幸民及び幸民麦酒のＰＲを行った。 

平成 29 年 8 月 5日（土） 市役所風の広場（第 2回検定セミナー） 

   平成 29 年 11 月 3 日（金・祝） まちづくり協働センター 

 

３  ふるさと納税 

15



ふるさと納税制度を活用し、寄附のお礼として本市の魅力を全国へ向けてP

Rしている。 

ふるさと納税にかかる寄附は「ありがとう！三田っ子応援基金」に積み

立て、子どもの教育、子育て支援事業へ充当している。 

   平成29年度寄附実績 9,121件  184,740,800円  

   お礼の品 107品  応援事業者 20業者 

   地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）寄附実績 3件 1,112,699円 

 

４ 移住UIJターン促進事業 

(1) さんだ住まいるチームメンバー 

三田市に転入（移住）を希望する方や関心をもっている方の相談員として移住キャ

ンペーン等に参加するとともに、主に市外への広報員として市の魅力や移住に関する

情報の発信を行い、移住・交流の促進を図る。 

ア 構成：10 年以内に三田市に転入（移住）してきた 5名（男性 2名、女性 3名） 

イ 任期：平成 29 年 8 月～平成 30 年 7 月 

ウ 活動実績 

(ｱ) 市制度等の勉強会 

      9 月 25 日（月）  市の子育て支援、市の高齢者支援など 

      10 月 23 日（月） ふるさと三田の歴史と文化財、旧九鬼家邸周辺散策など 

(ｲ) 移住・交流キャンペーン 

     10 月 14 日（土） ひょうご北摂お試し泊付きモニターバスツアー（三田市） 

10 月 29 日（日）  ひょうご北摂体験モニターバスツアー（三田市） 

      1 月 21 日（日）  JOIN 移住・交流＆地域おこしフェア（東京） 

      1 月 28 日（日）  あんふぁん春フェス 2018（大阪） 

 (2) 移住情報誌「笑顔がひろがるマイ三田」作成（2,000 部） 

  さんだ住まいるチームメンバーへインタビューを行い、移住のきっかけや、市内の

おすすめスポットなどを紹介。 

(3) 三田市移住体験バスツアー  

   市外在住者を対象にしたバスツアーを開催し、市内見学や移住者との交流等を行う

ことで、三田市の魅力発信や移住のきっかけづくりを進め、本市への移住・定住を促

進する。 

ア 日時：平成 30 年 3 月 17 日（土） 

イ 参加人数：10 人 

（4）うぇるかむ三田支援事業補助金の新設 

   三田市への移住を検討するために、三田市に泊付きで宿泊しようとする者に対する 

補助金 
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   ア 対象：東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）から、カムバックひょう

ご東京センターを通じて移住を目的に三田市を訪問する者 

   イ 補助額：1人 1泊につき 10,000 円（上限 2泊、1世帯 2人まで） 

   ウ 実績：1名（15,500 円） 

   ※市補助額の 1/2 が、申請により県から市へ補助金として交付される。 

 

５ さんだ夢大使 

  ・小山 進氏（パティシエ エス コヤマ オーナーシェフ） 

  ・新宮 晋氏（造形作家） 

  都市ブランドのイメージアップと知名度向上を図るとともに、三田市のま

ちづくりに対する提言などを通じ、ひと・さと・食の魅力あふれる三田を国

内外に広く発信していくことを目的としている。 

三田まつりにあわせて、市役所風の広場に夢大使ブースを設置 

 

６ 観光の振興 

(1) 市内観光の現状 

  ア 観光入込客数 約 3,292 千人（うち日帰り客が約 94.5％） 

  イ 目的別入込客数 

   (ｱ) 主な場所 

公園 1,546 千人、ゴルフ等 315 千人、施設見学 328 千人、温泉 235 千人、文化

施設 155 千人 

 (ｲ) 目的 

  ①観賞型（観る観光）        707 千人（全体の 22％） 

  ②行楽型（遊ぶ・休養する観光） 1,985 千人（全体の 60％） 

  ③スポ－ツ型（体験する観光）   342 千人（全体の 10％） 

  ④その他（宿泊客等）       258 千人（全体の 8％） 

(2) 観光振興事業 

  ア 観光専門員 

三田にあるツーリズム情報を広く発信するため、「三田市観光専門員」がブログ等

を活用した情報発信を行っている。 

イ 観光資源の整備・充実 

登山道整備事業（愛宕山、三国ヶ岳、大船山、羽束山、虚空蔵山） 

ウ 郷土の工芸や芸能の普及伝承活動の推進（鈴鹿竹器、三田音頭会、三田太鼓等） 

 

17



交通まちづくり課 

 

１ 高齢者運賃助成事業 

高齢者の社会参加や健康づくりや生きがいづくり推進を目的に、外出の機会を増やすため、平

成 12 年 1 月よりバス・鉄道運賃の助成を行っている（神戸電鉄は、平成 13 年 10 月より）。平

成 28 年度より、タクシーや神姫バス IC カードのチャージでの利用も可能とし、助成範囲を拡大

した。 

年間 500 円引の割引証を 15 枚交付。 

(1) 対象者（4月 1日現在、70 歳以上・三田市在住）     １５，９９７人 

(2) 利用可能な交通機関  神姫バス・阪急バス・阪急田園バス、神姫グリーンバス、 

神戸電鉄 

タクシー（一般・介護） ３７社（平成 30 年 3 月末） 

 

(3)  割引証利用枚数           ９３，８９９枚 

                            （内訳）バス:     ３０，４０２枚 

バスチャージ：２１，６００枚 

電車:         １７，６７６枚 

                  タクシー：    ２４，２２１枚 

２ 公共交通対策 

(1) 交通対策補助事業 

ア 乗合バス路線運行対策事業 

  地域住民の交通手段を確保するため、乗合バス路線に対する補助を行い、運行の充実と維持確

保を図った。 

 ・地方バス路線運行対策補助（地域間幹線系統、地域間準幹線系統）     ５系統 

    ・生活バス路線運行対策補助                             １０系統 

イ 公共交通移動円滑化設備整備費補助 

・ノンステップバス導入補助      平成 29 年度 ： 1 台   （累計） ４４台 

ウ バスロケーションシステム導入補助 

・システム表示端末等設置   （設置場所：センリュリープラザ前） 

（参考） 既設箇所：三田駅、新三田駅、関西学院大学神戸三田キャンパス、フラワータウン駅 

            三田市民病院 

   エ バスシェルター等設置事業   

・バスシェルターの設置（テクノパーク、三田西インター） ２基 

                                       （累計）  バスシェルター設置  ４７基   

バス停ベンチ設置   ９９基 

・バスロータリー舗装（広野小学校前） １箇所 

 

オ 地域鉄道活性化等事業費補助（神戸電鉄） 

     ・輸送の安全性の向上に資する設備の整備等に要する経費 

 平成 29 年度  信号保安設備 

電路設備 

車両設備：車両更新（２編成）等 
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（2） 三田市地域公共交通網形成計画 

少子高齢化の進展による公共交通機関を利用する属性や目的地の変化を踏まえ、市内の公共交

通体系を見直し、まちづくりと一体化した持続可能な交通ネットワークの形成を目指す。平成 29 年度

は、30 年度の策定に向け調査業務等を実施した。 

 

・調査業務（アンケート調査、バス乗り込み調査、事業者ヒアリング） 

・公共交通まちづくりシンポジウム、暮らしの交通まちづくりワークショップ開催 

市民とともに、日常生活を取り巻く公共交通の現状の理解と課題を抽出し、共に解決策を考え

ていくため、シンポジウムと地区別のワークショップを開催 

        シンポジウム（10 月７日） 参加者６９人 

        ワークショップ（11 月 11、12 日） 参加者５５人 

 

（3） 三田市地域公共交通活性化協議会等の開催 

   ア 地域公共交通活性化協議会 

     ・第 2 回（平成 29 年 7 月 5 日） 

協議事項 「三田市地域公共交通網形成計画策定調査業務の概要について」 

・第 3 回（平成 30 年 3 月 9 日） 

協議事項 「三田市地域公共交通網形成計画策定調査業務結果の概要について」 

「三田市おでかけサポート事業[社会実証実験]の実施について」 

「隣接市における公共交通網再編の動き」 

   イ 計画策定分科会 ３回（平成 29 年 6 月 13 日、12 月 26 日、平成 30 年 2 月 22 日） 

   ウ 地域公共交通会議分科会 1 回（平成 30 年 2 月 22 日） 

 

(4) 関係行政機関協議会等 

  「福知山線(大阪～新三田間)沿線都市連絡協議会」、「福知山線(新三田～福知山間)複線化促

進期成同盟会」等において、沿線地域の開発・振興と地域住民の利便を向上するため、関係機関

への要望活動、沿線地方公共団体との連絡調整を実施した。 

 

（5） 地域外出支援活動サポート事業 

    交通不便地域などにおける高齢者の外出を支援するための新たな交通ネットワークの構築を図る

ことを目的に実施。平成 29 年度に締結した社会実証実験に関する連携協定（三田市、小野地区ふ

れあい活動推進協議会、神姫バス（株）、三田地区タクシー協議会）に基づき、平成 30 年度の社会

実証実験実施にむけ、地域が主体となった活動内容の決定や規約作成など体制構築の支援を行

った。 
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市民病院改革プラン推進課 

 

１ 市民病院改革プラン推進事業 

三田市民病院改革プランに基づき、市民病院の経営形態の見直しを推進し、再編・ネットワー

ク化についての検討を進めた。 

 

(1) 市民病院の継続的な経営に関する審議会 

市民病院における経営の現状と課題を整理し、経営形態の見直しを検討するにあたって、 

外部有識者等の専門的な見地から意見等をいただく手続きとして設置した。 

ア 会議名  第 1 回市民病院の継続的な経営に関する審議会 

イ 日  時  平成 30 年 3 月 6 日(火) 

ウ 内  容  ① 三田市民病院改革プラン（医療情勢・経営状況含む）について 

② 三田市の財政状況について 

 

(2) 三田市の急性期医療に関する情報交換 

平成 28 年度に策定された兵庫県地域医療構想及び三田市民病院改革プランを受け、三田市 

の急性期医療について、市内の関係医療機関等との情報交換を行った。 

実施日等 内容 

平成 29 年 7 月

21 日(金) 

『第 1 回三田市の

急性期医療に関す

る情報交換』開催 

① 医療情勢 

② 兵庫県地域医療構想 

③ 三田市の現状 

④ 情報交換 

平成 29 年 8 月

24 日(木) 

『第 2 回三田市の

急性期医療に関す

る情報交換』開催 

① 病床機能報告データ 

② 三田市及び市民病院の経営状況 

③ この地域に不足する医療と今後の急性期医療の提

供体制 

④ 急性期医療の堅持と地域医療構想 

平成 29 年 9 月

21 日(木) 

『第 3 回三田市の

急性期医療に関す

る情報交換』開催 

① 三田市における急性期医療の必要性 

② 今後必要な急性期医療 

③ 急性期医療の安定的かつ継続的な 

提供体制 
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